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の持続時間を考えると、たかだか、行って 10 分、15 分ぐらいで帰ってこれるよ
うなところまでしか測れないので、結局そんなことをしている間に、どんどん歩い
て測ったほうが面積が稼げるということが多いので、あまり、私としてはドローン
というのは役に立たないかなと思うんですけど。
　場合によっては、例えば、仮置き場みたいなところで放射線量の継続的な監視を
するということであれば、同じ場所で繰り返し測りますから、そういうところに対
してはドローンというのは使えるんじゃないかと。
　もっともっと小型化してとかいう、同じような質問をいっぱいいただいたんです
けども、小型化するにも放射線検出器の問題があって、放射線検出器、ガイガーカ
ウンターを使ってよく測れるとおっしゃっている方が世間にはいっぱいいらっしゃ
るんですけど、実は人体の被曝の影響を評価する上では、ガンマ線のエネルギーを
きちんと測らなければいけなくて、ガイガーカウンターでは残念ながら測れないと
いうことで、ガイガーカウンターを使った小型のそういう装置みたいなところまで
小型化するというのは、ちょっと難しいと考えています。でも、そういうとこら辺、
技術の進歩があったらですね、出来るだけ何とか小型化してみたいなというふうに
は思っているというところです。
【司会】　続いて、被災地の方々の声を聞き、なるべく希望をかなえることも、研究、実験
において有益で使える情報を収集することで、どちらも重要だと思います。現地の
人の声と研究者としての意見がぶつかったり、うまく調整できなかったりというこ
とがありましたか、もしあれば具体的に、どのようなプロセス、思考、順序で解決
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したか、教えてくださいと。
【谷垣】　そういうのは日常的によくあることです。私たちとしては、基本的には、先ほど
言ったとおり、私たちは脇役の人間ですから、いろんな情報は提供しますけども、
その判断というのは、あくまでもその主体の人たちであるべきだと考えています。
　なので、情報は提供して、事実関係とかは出来るだけ正しくお伝えするようにし
ますけど、それを使って、どう判断されるかについては、全てそこに住んでいらっ
しゃる方の判断に委ねる、あるいは自治体とかのそういう見解に委ねるということ
をしています。
　ついでなんですけれども、例えば、脱原発とか、そういうことはどうなんですか
というような質問をいただいたんですけど、私たちとしては、そういうスタンスは
とりません。あくまでも、福島の現状を復旧して、もとの生活を取り戻すというこ
とに邁進したいというか、そういうことを考えている。
　それは、脱原発であろうと、原発推進であろうと関係ない話で、同じように現状
を把握して正しく対処する必要があると。だから、そこにですね、そういうことを
考えるんじゃなくて、それは、ここにいる皆さんがじっくりと腰を落ちつけて議論
を進めていただければいいと思うので、我々は、そういうところでも脇役として正
しい事実を伝えつつ、皆さんの主体的な判断というのを出来るだけ尊重したいなと
いうふうに思っています。
【司会】　最後に、記者会見に映り込んでいたターバンの人は誰ですかという質問です。
【谷垣】　来ると思っていたら、一番多いぐらいな勢いで質問いただいてありがとうござい
ます。
　その方は、実はＫＵＲＡＭＡの中に使っているハードウエアとかソフトウエアと
いうのを開発しているナショナルインスツルメンツという会社があります。そのナ
ショナルインスツルメンツの日本法人の事業本部長のコラーナさんという方です。
　国籍はインドなんですけども、生まれは神戸で、育ちも神戸で、高校ぐらいから
アメリカに行かれて、それで就職は日本という、そういう感じの人で、だから、ま
るでインド人なんですけども、口を開くと途端に関西弁が出てくるという非常にお
もしろい方で、あそこにいた理由なんですけど、事業本部長ということで、我々の
そういう技術的な支援とか、そういうことをしていただいたこともあって、参加し
ていただいたというのは表向きで、我々の間では、コラーナさんに来ていただくこ
とで記者会見のインパクトを狙ったと、そういうふうなことになっています。
【司会】　すっきりしましたでしょうか、ありがとうございます。
　ということで、駆け足で質問に答えていただきました先生方、本当にどうもあり
がとうございました。
　短い時間で答えていただきましたけれども、先生方の人となりがうかがえるよう
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な質問コーナーでした。質問をお寄せいただいた皆さん、ご紹介できなかった皆さ
ん、ご了承ください。ありがとうございました。
